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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第130期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第129期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 7,866,925 31,146,641

経常利益（千円） 782,181 1,921,138

四半期（当期）純利益（千円） 522,063 944,418

純資産額（千円） 17,849,822 17,883,604

総資産額（千円） 26,861,373 26,556,271

１株当たり純資産額（円） 760.58 761.61

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
22.27 40.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ―

自己資本比率（％） 66.4 67.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△192,740 3,124,912

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△169,737 △1,675,454

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
552,703 △1,565,058

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,131,899 2,002,338

従業員数（人） 1,352 1,476

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

　

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 1,360 (628)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 462 (361)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 生産高（千円）

産業用資材 5,571,724

スポーツ用品 912,827

合計 6,484,551

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　金額は販売価額によっております。

３　上記金額には消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

産業用資材 5,595,212 1,926,693

スポーツ用品 1,669,462 470,780

物流 168,992 －

合計 7,433,666 2,397,473

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　上記金額には消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高（千円）

産業用資材 5,722,373

スポーツ用品 1,975,559

物流 168,992

合計 7,866,925

　（注）１　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

日東商事㈱ 805,409 10.2

３　上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、原油価格高騰の影響により景気の減速感が一層強くなり、個

人消費をはじめ設備投資や雇用情勢等についても足踏み状態にありました。また、住宅建設につきましては改正建築

基準法の影響が収束していくという期待はあったものの、建築コストの上昇により着工件数は横ばいで推移いたし

ました。

　一方海外については、サブプライムローン問題に端を発した金融不安が世界的な景気の減速要因となり、不安な局

面となってまいりました。また、原油価格の高騰や為替市場の変動により、世界的に景気の下振れリスクが高まって

おり、今後は予断を許さない状況となってまいりました。

　このような経済状況のもと当社グループ（当社及び連結子会社）は、海外拠点を含めた生産及び販売展開、新製品

の開発、経費削減及び不良率の低減を積極的に行い、当第１四半期連結会計期間の売上高は78億６千６百万円（前年

同期比4.6％減）となりました。このうち、海外売上高は21億１千１百万円で売上全体の26.8％を占めております。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①産業用資材

　印刷材料部門や電材部門につきましては、販売が伸び悩み低調な推移となったものの、主力の自動車関連製品を

筆頭とした国内外の舶用品の販売や振動制御関連製品の販売が大きく伸びを見せ、前年に比べ増収減益となりま

した。

　この結果、売上高は57億２千２百万円となり、営業利益は３億６千６百万円となりました。

②スポーツ用品

　アウトドア用品部門につきましては、シューズ製品の販売が好調であったものの、ゴルフ用カーボンシャフト部

門においては、爆発的なブームとなった自社ブランドが急速に普及したことによりブームが一巡したため前年に

比べ減収減益となりました。

　この結果、売上高は19億７千５百万円となり、営業利益は４億３百万円となりました。

③物流

　物流部門では、原油価格の高騰が大きく影響しておりますが、不採算ルートを庸車運行に切り替え、自社便運行で

高採算ルートをさらに強化したことが功を奏し、前年に比べ増収増益となりました。

　この結果、売上高は２億５百万円となり、営業利益は２千万円となりました。

　所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

　主力の自動車部品関連製品部門をはじめとして、振動制御関連製品部門や引布加工品部門が売上を伸ばしたもの

の、ゴルフ用カーボンシャフト部門において自社ブランドのブームが一巡したこともあり、前年に比べ減収減益と

なりました。

　この結果、売上高は67億６千２百万円となり、営業利益は６億７千２百万円となりました。

②北米

　北米市場は、ゴルフ用カーボンシャフト部門において売上を伸ばしたものの、自動車部品関連製品部門や印刷用

ブランケット部門の拡販及びマーケットへの参入の遅れが響いた上、市場の悪化の影響が大きかったため、前年に

比べ減収増益となりました。

　この結果、売上高は12億９千３百万円となり、営業利益は４千万円となりました。

③アジア

　アジアでは、中国の子会社における産業用資材が落ち込んだものの、ベトナム新工場の立上げが寄与したことに

より売上を伸ばし、前年に比べ増収増益となりました。

　この結果、売上高は５億３千３百万円、営業利益は５千８百万円となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、21億３千１百万円と　な

りました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における営業活動により使用した資金は、１億９千２百万円となりました。これは主

にたな卸資産の増加及び法人税等の支払いによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における投資活動により使用した資金は、１億６千９百万円となりました。これは主

に有形固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における財務活動により得られた資金は、５億５千２百万円となりました。これは主

に短期借入金の増加によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億９千８百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く事業環境の中で、経営成績に重要な影響を与える要因は、原材料の高騰、為替動向、販売価

格の下落、急速な技術革新に対する対応、環境への配慮であります。

　当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、購買及び生産体制の効率化によるコストダウン、為替管

理の強化や生産・販売体制の見直し、技術開発への積極的な投資、環境負荷物質を使用しない製品の開発と供給を進

めております。

　今後の見通しといたしましては、サブプライムローン問題の長期化・深刻化により米国をはじめとした世界的な景

気の動向により大きく左右されると思われます。また、原油価格の高騰が国内外の経済に与える影響等には注視して

いかなくてはならず、今後も当社グループを取り巻く環境は依然厳しい状況が続くものと思われます。

　このような状況のもと、当社グループは、原材料価格・為替の動向を注視しながら真のグローバル企業を目指し、引

き続き世界的規模での企業活動を続け、当社グループの企業価値を高めてまいります。

(6）経営者の問題認識と今後の方針について

　経営者の問題認識と今後の方針につきましては、（5）に記載のとおりであります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月12日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 23,446,209 23,446,209
東京証券取引所

市場第一部
―

計 23,446,209 23,446,209 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日
―　 23,446,209 ―　 3,804,298 ―　 3,207,390

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 1,400 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  23,424,900 234,249 ―

単元未満株式 普通株式　　　19,909 ―
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 23,446,209 ― ―

総株主の議決権 ― 234,249 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権30個）

　　　　　含まれております。

　　　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式82株が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

藤倉ゴム工業株式

会社

東京都品川区西五

反田２－11－20
1,400 ― 1,400 0.0

計 ― 1,400 ― 1,400 0.0

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 437 520 501

最低（円） 381 424 463

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

を適用しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から新

日本有限責任監査法人に名称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,131,899 2,002,338

受取手形及び売掛金 9,361,557 9,132,151

商品及び製品 1,784,394 1,454,434

仕掛品 1,603,956 1,556,550

原材料及び貯蔵品 410,189 408,045

その他 708,051 820,554

貸倒引当金 △13,405 △13,004

流動資産合計 15,986,643 15,361,069

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,112,554

※
 2,287,953

機械装置及び運搬具（純額） ※
 3,024,309

※
 3,223,783

土地 2,634,016 2,640,916

その他（純額） ※
 509,932

※
 508,069

有形固定資産合計 8,280,813 8,660,723

無形固定資産 137,528 141,259

投資その他の資産 2,471,122 2,396,870

貸倒引当金 △14,734 △3,649

固定資産合計 10,874,730 11,195,202

資産合計 26,861,373 26,556,271

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,668,093 2,572,721

短期借入金 3,528,452 2,811,618

未払法人税等 116,528 472,991

賞与引当金 109,292 350,830

返品調整引当金 － 7,500

その他 1,364,290 1,212,166

流動負債合計 7,786,656 7,427,829

固定負債

退職給付引当金 479,446 484,050

役員退職慰労引当金 － 30,544

その他 745,448 730,244

固定負債合計 1,224,894 1,244,838

負債合計 9,011,551 8,672,667
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 3,804,298 3,804,298

資本剰余金 3,230,719 3,230,719

利益剰余金 10,465,446 10,106,038

自己株式 △1,016 △999

株主資本合計 17,499,447 17,140,057

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 441,768 351,229

繰延ヘッジ損益 158 158

為替換算調整勘定 △109,913 364,310

評価・換算差額等合計 332,013 715,698

少数株主持分 18,361 27,848

純資産合計 17,849,822 17,883,604

負債純資産合計 26,861,373 26,556,271
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 7,866,925

売上原価 5,747,712

売上総利益 2,119,213

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 117,084

給料及び手当 465,374

賞与引当金繰入額 23,272

役員退職慰労引当金繰入額 1,172

退職給付費用 29,067

減価償却費 21,030

開発研究費 106,698

その他 697,189

販売費及び一般管理費合計 1,460,889

営業利益 658,323

営業外収益

受取利息 3,047

受取配当金 47,028

為替差益 72,230

その他 43,710

営業外収益合計 166,016

営業外費用

支払利息 8,598

賃貸収入原価 11,198

貸倒引当金繰入額 10,856

その他 11,506

営業外費用合計 42,159

経常利益 782,181

特別利益

投資有価証券売却益 3,201

貸倒引当金戻入額 236

特別利益合計 3,437

税金等調整前四半期純利益 785,618

法人税、住民税及び事業税 109,460

法人税等調整額 156,973

法人税等合計 266,434

少数株主損失（△） △2,879

四半期純利益 522,063
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 785,618

減価償却費 311,613

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,603

賞与引当金の増減額（△は減少） △241,538

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,078

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △30,544

受取利息及び受取配当金 △50,075

支払利息 8,598

為替差損益（△は益） △36,166

投資有価証券売却損益（△は益） △3,201

有形固定資産除却損 1,893

売上債権の増減額（△は増加） △353,614

たな卸資産の増減額（△は増加） △457,176

前払費用の増減額（△は増加） 5,555

その他の流動資産の増減額（△は増加） △44,787

仕入債務の増減額（△は減少） 205,117

未払金の増減額（△は減少） 72,118

未払費用の増減額（△は減少） △10,629

その他の流動負債の増減額（△は減少） 128,283

未払消費税等の増減額（△は減少） △19,488

その他の固定負債の増減額（△は減少） △74,085

その他の負債の増減額（△は減少） △59,703

その他 6

小計 170,477

利息及び配当金の受取額 49,959

利息の支払額 △8,598

法人税等の支払額 △404,578

営業活動によるキャッシュ・フロー △192,740

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △183,826

有形固定資産の売却による収入 1,050

投資有価証券の取得による支出 △120

投資有価証券の売却による収入 11,700

貸付けによる支出 △33,580

貸付金の回収による収入 7,396

その他の支出 △1,743

その他の収入 29,386

投資活動によるキャッシュ・フロー △169,737
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 716,833

自己株式の取得による支出 △17

配当金の支払額 △164,113

財務活動によるキャッシュ・フロー 552,703

現金及び現金同等物に係る換算差額 △60,664

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 129,560

現金及び現金同等物の期首残高 2,002,338

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,131,899
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1） 連結の範囲の変更

  　  ㈱シーアンドジェイは当第１四半期

    連結会計期間において㈱キャラバンを

    存続会社として合併いたしました。

（2） 変更後の連結子会社の数

　    10社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

（1） 重要な資産の評価基準及び評価方法

　

　　の変更

    たな卸資産

  　  通常の販売目的で保有するたな卸資

　　産については、従来、主として移動平

　　均法による原価法によっておりました　　

　

　　が、当第１四半期連結会計期間より

　　「棚卸資産の評価に関する会計基準」

　　（企業会計基準第９号　平成18年７月

　　５日）が適用されたことに伴い、主と

　　して移動平均法による原価法（貸借対

　　照表価額については収益性の低下に基

　　づく簿価切下げの方法）により算定し

　　ております。

　　　これによる損益に与える影響はあり

　　ません。

　　　なお、セグメント情報に与える影響

　　は、当該箇所に記載しております。　

 （2）「連結財務諸表作成における在外子

　　会社の会計処理に関する当面の取扱

　　い」の適用

　  　当第１四半期連結会計期間より「連

　　結財務諸表作成における在外子会社の　

　　会計処理に関する当面の取扱い」（実　

　　務対応報告第18号　平成18年５月17

　　日）を適用し、連結決算上必要な修正

　　を行っております。

　　　これによる損益に与える影響は軽微

　　であります。

　    なお、セグメント情報に与える影響

 　 は、当該箇所に記載しております。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１.  固定資産の減価償却費の　　

   算定方法

　固定資産の定率法に基づく減価償却費に

ついては、当第１四半期連結会計期間を含

む連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定しております。

２.　法人税等並びに繰延税金

  資産及び繰延税金負債の算

　定方法

　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定にあたり、加味する加減算項

目や税額控除項目を重要なものに限定して

おります。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　法人税法の改正による法定耐用年数の変

更を契機として耐用年数を見直し、当第１

四半期連結会計期間より、当社及び国内連

結子会社は、既存の減価償却資産を含め機

械装置の耐用年数を10年から９年に変更し

ております。

　これにより売上総利益は9,545千円、営業利

益は9,593千円、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益はそれぞれ9,710千円減少して

おります。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当

該箇所に記載しております。　

（返品調整引当金）

　㈱キャラバンは返品実績率が低下したこ

とにより、当第１四半期連結会計期間より

返品調整引当金は計上しておりません。

　これによる売上総利益、営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益への影響

額は軽微であります。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当

該箇所に記載しております。

（役員退職慰労引当金）

　㈱キャラバンは平成20年５月の定時株主

総会決議において役員退職慰労金制度を廃

止することとしました。これにより役員の

退職時に役員に対し、役員退職慰労金制度

廃止時までの在任期間に応じた役員退職慰

労金を支給することが決議されました。こ

れに伴い、当該期間に対応する役員退職慰

労引当金相当額32,889千円については、

13,272千円を流動負債の「その他」に、

19,616千円を固定負債の「その他」に含め

て表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※   有形固定資産の減価償却累計額は、21,012,233千

　 円であります。

※   有形固定資産の減価償却累計額は、21,022,811千

   円であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

  借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

                           （平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,131,899千円

現金及び現金同等物   2,131,899千円　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式 23,446,209株　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式 1,518株　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 164,113 7  平成20年３月31日  平成20年６月30日
利益剰余

金

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　
産業用資材
（千円）

スポーツ用
品（千円）

物流
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 5,722,373 1,975,559 168,992 7,866,925 ― 7,866,925

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― 36,072 36,072 (36,072) ―

計 5,722,373 1,975,559 205,064 7,902,998 (36,072) 7,866,925

営業利益 366,967 403,673 20,490 791,131 (132,807) 658,323

　（注）１　事業区分は、ゴム機能を生かした生産者向け製品の事業としての産業用資材事業、消費者向け製品の事業とし

てのスポーツ用品事業及び物流事業に区分しております。

２　各事業の主な製品

(1）産業用資材　　・・・・・　工業用精密ゴム部品・電気絶縁材料・電気接続材料・印刷用ブランケット・各

種加工品・各種ゴム引布

(2）スポーツ用品　・・・・・　シューズ、ウェアなどのアウトドア用品・ゴルフ用カーボンシャフト

(3）物流　　　　　・・・・・　物品の輸送及び保管

３　会計処理の方法の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

    「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．(1)に記載のとおり、当第１四半

　　　　　　期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適　

　　　　　　用しております。これによるセグメント情報に与える影響はありません。　

　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

    「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．(2)に記載のとおり、当第１四半

　　　　　　期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応

　　報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。これによるセグメント情報に与える影響は軽微であ

　　ります。

４　追加情報

　（有形固定資産の耐用年数の変更）

　  追加情報に記載のとおり、法人税法の改正による法定耐用年数の変更を契機として耐用年数を見直し、当第

　　　　　　１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社は、既存の減価償却資産を含め機械装置の耐用年数を

　　　　　　10年から９年に変更しております。これにより営業利益は「産業用資材」が9,593千円減少しております。

　（返品調整引当金）

　 追加情報に記載のとおり、㈱キャラバンは返品実績率が低下したことにより、当第１四半期連結会計期間よ

 　        り返品調整引当金は計上しておりません。これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。

５　連結会社の消費税等の会計処理は、税抜方式によっているため、当該金額には消費税等は含まれておりませ

ん。
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【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売

上高
6,324,882 1,290,257 251,785 7,866,925 ― 7,866,925

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
437,193 2,966 281,403 721,563 (721,563) ―

計 6,762,075 1,293,224 533,189 8,588,489 (721,563) 7,866,925

営業利益 672,274 40,150 58,823 771,248 (112,924) 658,323

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する国

(1）北米　　・・・・・　アメリカ

(2）アジア　・・・・・　中国、ベトナム

３　会計処理の方法の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

    「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．(1)に記載のとおり、当第１四半

　　　　　　期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適　

　　　　　　用しております。これによるセグメント情報に与える影響はありません。　

　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

    「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．(2)に記載のとおり、当第１四半

　　　　　　期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応

　　報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。これによるセグメント情報に与える影響は軽微であ

　　ります。

４　追加情報

　（有形固定資産の耐用年数の変更）

　  追加情報に記載のとおり、法人税法の改正による法定耐用年数の変更を契機として耐用年数を見直し、当第

            １四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社は、既存の減価償却資産を含め機械装置の耐用年数を

　　　　　　10年から９年に変更しております。これにより「日本」の営業利益は9,593千円減少しております。

　（返品調整引当金）

　 追加情報に記載のとおり、㈱キャラバンは返品実績率が低下したことにより、当第１四半期連結会計期間よ

 　        り返品調整引当金は計上しておりません。これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。

５　連結会社の消費税等の会計処理は、税抜方式によっているため、当該金額には消費税等は含まれておりませ

ん。

EDINET提出書類

藤倉ゴム工業株式会社(E01094)

四半期報告書

21/25



【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,185,491 751,296 174,330 2,111,118

Ⅱ　連結売上高（千円） ― ― ― 7,866,925

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
15.1 9.6 2.2 26.8

　（注）１　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

２　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

(1）国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。

(2）各区分に属する主な国又は地域

北米　　　　　・・・・・　アメリカ、カナダ

アジア　　　　・・・・・　中国、韓国

その他の地域　・・・・・　オランダ、ドイツ

３　連結会社の消費税等の会計処理は税抜方式によっているため、当該金額には消費税等は含まれておりません。

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　

　

　

　

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

　

　

　

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 760.58円 １株当たり純資産額 761.61円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 22.27円

　 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

 ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

 ん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 522,063

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 522,063

期中平均株式数（株） 23,444,718

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リースについて通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当

四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載し

ておりません。

　

　

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２０年８月１１日

藤倉ゴム工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 長  坂　　　隆　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西 橋 久 仁 子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤倉ゴム工業株

式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成２０年４月

１日から平成２０年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤倉ゴム工業株式会社及び連結子会社の平成２０年６月３０日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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